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芸術家による大衆のためのデザイン
ー オメガ工房の前衛性
要真理子/大阪大学
ロ ジャー ・フライ(RogerE.Fry,1866-
1934)にとって 「大衆」 とは,あ る特定 の階
級 に属 す る英 国国民 に限定 され る。 「大衆」
は 「thepublic」と表 現 され,多 くの場 合
「cultured」とい う形 容詞 を伴 う。20世紀初
頭,オ メ ガ工房(theOmegaWorkshops,
1913-1919)はこう した非常 に限定 され た意
味 での 「大衆」 のた めに,新 しいデザイ ンを
提供す る場 となった。
1912年,第二 回ポス ト印象派展を組織 した
フライは,翌 年7月,こ の展覧会 に出品 した
若 き英 国人作家(ダ ンカ ン ・グラン ト,ヴ ァ
ネ ッサ ・ベル,フ レデ リック ・エ チェルズ,
ウ ィンダム ・ルイスなど)を 中心 と した芸 術
家 工 房 を 設 立 す る。 「ポ ス ト印 象 派(the
post.lmpressionists)」とい う語 はフ ライ に
よ って選 出された印象派以降 の芸術家た ちの
総称 であ り,共 通 の表現や思想 を有す る某か
の画派 を指 しているので はない。 それ は,展
覧 会のためにフライが提 唱 し暫定的 に使用 し
た言葉 で あ る。 斬新 で風 変わ りな芸術 は,
「theculturedpublic」に受 け入 れ られず,
そのため芸術家 たちは他 に生計手段 を見つ け
なければな らなか った。 このよ うな芸術家た
ちを救済 するために,フ ライはオ メガ工房を
創 設 した。
オメガ工 房は,上 述 の創設理 由か ら,ウ ィ
リアム ・モ リスの中世復古的工房 やアーツ ・
ア ン ド・クラフツ運動 を推進 した諸 々のギル
ドの後継 とみなされる傾 向にある。 た しか に,
フライは近代産業主義 と大量生産 を批判 し,
ウィ リアム ・モ リスの 「産業 と芸術 を統合 し
よ うとす る試 み」 を称賛 した。 しか し,モ リ
スの装飾デザインに対する趣味は,フ ライに
よって異なる方向へと変形されていく。
オメガ工房の製品デザイ ン
大戦間期のデザイ ンにおいて,大 量生産 に
よ って安価だが質の悪い製 品が氾濫 したこ と
をフライは憂 いでいた。興 味深い ことに,こ
うした近代産業主義 を批 判 した フライは,や
み くもに機械生産を否定 したのではな く,彼
もまたモ リス同様,機 械 の利 点を承認 し,必
要 であればこれ を活用 していた。 ただ し,モ
リスのデザ イ ンに見 出せ るよ うな洗練 された
装飾美 をフライは目指 しては いない。 フライ
の工 房 で実 現 され た の は,「thecultured
public」が一蹴 した あの ポス ト印象派風 のデ
ザイ ンであ った。
デイ リー ・メイル社主催の 「アイデアル ・
ホーム」展(1913年)で,オ メガ工房は 「ポ
ス ト印象派 の部屋」 と題 した室内装飾を展示
す る。布張 りの椅子や カーテ ンな ど,そ の平
面 を鮮 やかな色彩 と大胆 な線 によって分割 さ
れたポス ト印象派風 のデザ イ ンはフラ ンスの
コロ リス トた ちの それ と もよ く似 てい る。
1914年にオ メガが装飾 した 「カデナ ・カフェ」
において,そ の空間構成 は一層 「面」 を意識
した もの とな っている。 マテ ィス風の壁画,
プ リミテ ィヴな彩色家具,カ ーペ ッ ト,そ れ
ら個 々の表面 と二次元構造が強調 され,そ の
空 間は憩いの場 とい うよ りも絵画的 な室 内装
飾 を鑑 賞す るための場所 として機能す る。 こ
こでは,壁 面や天井 のみな らず,個 々の家具
や装飾 品の構造体 は,画 布や木枠 と等価 な も
のであ って,そ れゆえ芸術家 によ ってそれ ら
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が一から作られる必要はなかった。オメガ工
房は,壁面装飾に加えて彩色家具の仕事を数
多 く手がけているが,工程の一部,た とえば
家具の本体は外注 されることが多 く,ときと
して既製品が再利用 されることもあった。 こ
うした芸術家の個性を生かした非常にユニー
クな装飾が,あ る特定の人々の間で受け入れ
られ,求 められることになる。
「thepublic」と多品種少量生産
イギ リスの 中流階級の人 々を指 して,フ ラ
イは,と きに 「ス ノ ッブ」 あ るいは 「ペ リシ
テ主義」 な どと形 容す るこ とが あ る。 「the
public」に 「cultured」とい う限定 がっ くと
き,フ ライにあってそれ らは,教 養(culture)
はあるが時代遅れの趣味を もつ人 を意味 した。
フライの批評 の読者や彼が組織 する展覧会 の
客な どはこの種の人 々が大半を 占めていた。
彼 らは,20世紀初頭の イギ リスの趣 味を決定
づけ,芸 術 や文化 に影響力 をもっていた。 ポ
ス ト印象派 やオメガ工房 の新奇なデザイ ンを
拒絶 したの も,彼 らで あった。対 して 「ペ リ
シテ主義者」 は,全 く芸術 や文化 に無 関心 で
金 と権力のみを信頼す る人 々で あったが,彼
らもまた新 しい美術 を理解す ることはなか っ
た。一方,「 ス ノ ッブ」 は教養 をか じり,上
流階級の生活様式を模倣する虚栄に満ちた人 々
で あ った。 しか し,「スノ ッブ」 は,フ ライ
によれ ば,さ きの教養人 とは異 な り,流 行 に
敏感で前衛を受 け入れる寛 容さを備えて いた。
したが って,普 段 は,フ ライに よって 「the
public」とい う総称 の うち にま とめ られ る
「スノ ッブ」 は,と き と してオ メガ工 房の客
となること もあったのであ る。
周知 の通 り,ウ ィ リア ム ・モ リスの多大 な
影響 の もと展開 されて きたモダ ンデザイ ンは,
20世紀 に入 り 「イ ンダス トリー」を強 く意識
した もの となる。 イギ リスで はアーツ ・ア ン
ド・クラフツ運動の伝統を継承し,機械生産
を排斥したために遅れをとってしまったが,
ドイツやアメリカでは既に国民全体を消費者
層 とする大量生産や大量消費が念頭に置かれ
たデザイン産業が出現 していた。そのような
なかで,オ メガ工房は手工芸という少量生産
と機械による大量生産のいずれをも取 り入れ
なが ら,消費者心理を反映 した事業を繰 り出
していたように思われる。顧客にとってオメ
ガの商品は一 デザインばか りでな くその価
格も一 手頃であった。彼 らは 「thepublic」
であり,生活を楽 しむ余裕のある人々であっ
た。物質的にも精神的にも満たされている彼
らがオメガ工房で購入 しようという商品は,
多 くの場合それがなくても生活に支障のない
ものである。フライは,1932年のゴーレル報
告書補遺で,次 のように述べる。「大衆一般
の趣味が洗練されても差別化されてもいない
ということは否定できないだろう。だが,よ
りよいデザインを渇望する多 くの兆 しが見え
る。結局,彼 らが,自 らの前にあるものを買
わされてしまうとしても」。
満たされた人がもう一つ選ぶ際の商品は,
目利 きが研ぎ澄まされた感性によって選んだ
のとも,貧 しい人が必要最低限のものを選ん
だのとも異なる。オメガ工房の商品と比較す
ると随分控えめではあるが,今 日,無印良品
やコムサなどに見られる多品種少量生産 一
量産品でありながら,少 し違 っている一 と
いった流行はこうした消費者の心理に由来す
ると思われる。発表では,オ メガ工房のデザ
インを検証しつつ,短期間で経営破綻を招い
たとされるフライの素人的方針のなかに,実
は時代を見据えた経営理念が認められること
を確認 した。
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